
■【柱Ⅰ】付加価値を高めた製材・製品の販売促進
網走西部流域地域のSGEC認証森林の面積は約32万
ha（図2）で全国の約16％，全道の約26％を占めてい
ます。この広大な認証森林から産出される木材を，付
加価値の高い製品として利用することが求められてい
ます。
 

モデル事業では，二つの視点から課題解決に取り組
んでいます。一つ目が「首都圏における認証材の環境
価値の創出」，二つ目が「森林認証を活用した地域材
のブランディング」です。
一つ目の取組として，令和2年3月に東京で首都圏
企業向けのCSRセミナーを開催しました（図3）。オ
ホーツク東部・西部流域管内企業のプレゼンやオホー
ツクの豊かな自然をイメージしたプロモーション動画
による首都圏企業へのPRを行うとともに，セミナー
後には首都圏企業のCSRに対する考え方やオホーツク
産認証材製品の販路拡大に向けた方策についての意見
交換を行い，提言をいただきました。

また，二つ目の取組として，網走東部流域地域**)と
連携し，令和元年11月に東京ビッグサイトで開催さ

れたJapan Home ＆ Building Show（図4）や同年12
月に開催されたWOODコレクション（図5）の北海道
ブース内で，首都圏の需用者に向けた製品の普及・
PRを行いました。
 ＊＊) 網走市，北見市，大空町，置戸町，清里町，訓
子府町，小清水町，佐呂間町，斜里町，津別町，
美幌町の2市9町の地域

■【柱Ⅱ】林業の新たな価値創造を担う人材の育成
令和元年度は，
１）木材利用や流通の知識を持ち，川下と川上を結ぶ
人材を育成するWoodコーディネーター制度の創設

２）若手林業技術者の育成に向けた技術研修会の開催
などに取り組みました。　
１）については，平成30年度にWoodコーディネー
ター候補者に対し，4つの座学や現地研修（図6）を
実施したほか，令和元年度にはフォローアップ研修と
して候補者が（一社）北海道造林協会主催の研修等を
受講しています。
２）については，平成30年度に紋別市内で管内の

チェーンソーマンを対象にした林業技術者育成研修
（伐木・造材研修，図7）を開催し，令和元年度には
滝上町内で林業技術者育成研修（植栽研修）を開催し
たほか，林業就業者の確保に向けた移住対策として，
東京で開催されたマイナビ就農FESTに出展（図8）
し，管内林業のPRを実施しました。
なお，柱Ⅱの「人材育成の取組」は，柱Ⅰの「製品
利用の取組」と柱Ⅲの「原木集荷の取組」とつなが
り，三つの戦略の柱が相互に補完し合いながら全体で
成果が得られるように計画を進めています。

■【柱Ⅲ】森林資源の付加価値化に向けた原木集荷・
　　　　　供給システムの構築について
令和元年度は，原木集荷・供給システムの構築に係
る実証試験を中心に取り組みました。具体的には，
１）丸太検知機器を活用した木材流通システムの検証
２）中間土場を活用した集荷・流通システムの実証試験
３）高密路網システムモデルの検証
など，川上と川下を効率的につなぐ取組になります。
木材は材積，重量が大きく，製材工場等の生産コス
トに占める原料コストの割合が高いことから，効率的
な材積の計測と運搬・流通は森林資源の付加価値化に
とって重要です。
ここでは１）と２）について説明します。
１）丸太木口画像から材積を計測するシステムの検討
現在，丸太を積んだ「はい」の材積は人力で丸太の
径級と本数を計測して計算しています。これを，画像
解析ソフトを使用することで，どのくらい効率化が図
られるかを検証しました。
あくまでも限定された条件での事例ですが，令和元
年11月に北見工業大学の協力のもとに実施した滝上
町内での実証試験では，丸太径級と本数の計測および
データ処理に要する合計時間は大きく縮減することが
示されました（図9）。また，データ処理に要する時
間は画像一枚当たり6秒以内，木材の認識精度は8割
以上であることが明らかになりました。
２）中間土場の活用による原木流通効率化の検討
製材工場に隣接する中間土場に長材のままの原木を
搬入・貯木し，工場の必要に応じて採材・選木するシ
ステムの効率性を，道総研林産試験場の協力を受けて
検討しました。
これは，伐採現場で用途別に切断された丸太を山土
場で巻立てて運搬する通常の工程と，長材のまま山土
場から製材工場の中間土場に運搬し，加工時点で切
断・選別する工程（図10）とを比較し，工場に隣接す
る中間土場の有効性を明らかにしようとするもので
す。
令和元年度は，中間土場の立地や機能について整理
した上で，伐採から仕分けまでの実証試験を10月30
日から31日にかけて行いました。
紋別市有林の立木を5m，8m，10mの3種類に分け
て伐採し，元口と末口を互い違いに積み込み，工場隣
接の中間土場まで運搬しました。丸太は中間土場で巻
立て，用途に合わせて切断後，自動選別機で仕分けま

した。これら一連の工程調査を通じ，山での作業効率
やコスト削減効果，長材運搬効率や費用等を明らかに
しました。
今後は，採材や選木工程，中間土場の設置による初
期投資等の掛かり増し経費を検討し，中間土場の維持
に掛かる長期的な経費を試算することで，中間土場を
活用した原木集荷システムの総合的な評価を実施する
予定です。

■おわりに
平成29年度に事業開始したモデル事業は，今年
（令和2年）で4年目に入ります。SDGｓの動向等も
視野に入れつつ，引き続き，さまざまな実証試験や認
証材の認知度向上を図る普及活動が進められます。こ
のような取組を通じて，網走西部流域地域における森
林認証材を柱とした環境ブランドの確立と，魅力ある
林業・林産業の構築の推進が期待されます。

■林業成長産業化地域創出モデル事業の概要
網走西部流域地域＊)は，平成29年度に全国16地域
の一つとして林野庁から林業成長産業化地域創出モデ
ル事業（以下　モデル事業）に選定されました。これ
を受け，5か年間計画の林業成長産業化地域構想（以
下　地域構想）を策定し，林業の成長産業化に向けた
取組を展開しています。
＊）紋別市，遠軽町，雄武町，興部町，滝上町，湧別
町，西興部村の1市5町1村の地域
モデル事業は，地域の独自提案を支援する，いわば
地域オーダーメード型とも言うべき事業です。網走西
部流域地域では，森林認証を柱とした環境ブランドの
確立により，林業・木材産業を魅力ある産業へと転換
する「ウッドバリューチェーン構築プロジェクト」を
事業の目標に掲げ，地域の特徴を活かした施設整備や

実証試験に取り組んでいます。
地域構想は次の三つの戦略の柱から成り立っていま
す（図1）。
【柱Ⅰ】付加価値を高めた製材・製品の販売促進
【柱Ⅱ】林業の新たな価値創造を担う人材の育成
【柱Ⅲ】森林資源の付加価値化に向けた原木集荷・
　　　　供給システムの構築
事業の推進にあたっては，地域構想の参画者による
成長産業化地域構想実行管理部会を設置し，年度毎に
情報提供や取組スケジュールについて意見交換を行って
います。また，学識経験者の意見を伺いながら進捗状
況の確認と方向修正を行っているほか，三つの戦略の
柱毎にワーキンググループを設置し，その中で意見交
換を行いながら方向性と具体的な取組内容を決定して
います。ここでは，これまでの取組の概要を紹介します。
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■オープンキャンパスを開催しました

去る8月29日，北森カレッジ開校後初となるオープ

ンキャンパスを開催しました。

室内では学院紹介，プチ林業講座，ハーベスタの

シミュレーター体験，個別相談会を行い，現地では，

林業の仕事を体験してもらうため，当麻町の北森カ

レッジ実習フィールドにおいて，林業機械（フェ

ラーバンチャ，ハーベスタ，フォワーダ）の実演，

チェーンソー伐倒のデモンストレーションを見学し

ました。参加者は迫力ある伐倒作業を真剣に見入っ

ていました。

当日は，入学を希望する高校生や保護者など，合

計73名の参加があり，当学院への関心の高さがうか

がえました。

（北海道立北の森づくり専門学院 舟生憲幸）

■道総研理事長が訪れました

9月10日（木），（地独）北海道立総合研究機構の田

中義克理事長が，北森カレッジと林産試験場の視察に

来られました。今回は構内の「木と暮らしの情報

館」を視察され，多彩な木工クラフトや木製内装材

のモデル展示等に興味深げに見入られていました。

■道産材を用いた屋外テーブルを設置しました

林産試験場構内の「木と暮らしの情報館」屋外

ウッドデッキに，道産材を用いた屋外テーブルを2台
設置しました。

天板には道南スギとヤチダモ，脚部にはトドマツ

材を使用しています。屋外使用を考慮して，天板の

割れや反り，腐朽を防止する工夫を凝らし，脚部の

強度を増すための特別な接合法を用いています。

【フェラーバンチャの実演】

北森カレッジニュース

【木と暮らしの情報館視察の様子】

【会場の様子（学院紹介）】

【ウッドデッキ上に設置した屋外テーブル】


